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飯　塚

高上町

仲　町

大和町

下宿町

新宿町

上宿町

桜　井

　

審
議
会
案
で
は
、
大や

ま
と
ち
ょ
う

和
町
・
下し

も

宿
じ
ゅ
く

町ち
ょ
う・

高た
か

上
じ
ょ
う

町ま
ち

の
全
域
と
、
仲な

か

町ま
ち

の
西
半
部
お
よ
び
上か

み

宿
じ
ゅ
く

町
ち
ょ
う

の
一
部

が
保
存
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
陣じ

ん

屋や

の
跡
地
で
あ
る

大
和
町
と
良
好
な
歴
史
的
景
観
を

保
っ
て
い
る
御ご

陣じ
ん

屋や

前
通
り
・
高

上
町
通
り
・
下
宿
町
通
り
の
景
観

の
保
存
を
第
一
に
優
先
し
た
結
果

で
す
。
仲
町
・
上
宿
町
の
一
部
も

入
っ
て
い
る
の
は
、
御
陣
屋
前
通

り
、
下
宿
町
通
り
の
景
観
の
連
続

性
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
案
の
作

成
に
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
議
論

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
五
町
内

の
全
て
を
保
存
地
区
と
す
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

た
し
か
に
、
こ
の
範
囲
は
昔
の
真

壁
町
の
範
囲
で
も
あ
る
の
で
、
こ

れ
全
体
を
保
存
す
る
の
は
十
分
に

意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
最
終
的
に
は
五
町
内

全
て
を
入
れ
る
こ
と
に
は
慎
重
な

　

昨
年
12
月
15
日
、
第
３
回
桜
川
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保

存
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
真
壁
町
に
お
け
る
町
並
み
保
存
地
区
の
範

囲
に
つ
い
て
審
議
会
（
案
）
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
歴
史
的
建
造
物
が
残
る
地
区
を
決
定
・
保
存
し
、
愛
着

と
誇
り
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、今
回
は
、

こ
の
案
を
め
ぐ
る
議
論
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し
た
。
保

存
地
区
に
な
る
と
、
歴
史
的
建
造

物
以
外
の
建
物
に
も
様
々
な
規
制

が
か
か
り
ま
す
が
、
上
宿
町
や
新

宿
町
な
ど
で
は
歴
史
的
建
造
物
の

立
地
す
る
密
度
が
相
対
的
に
低
い

た
め
、
住
民
の
方
の
メ
リ
ッ
ト
が

少
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
一
方
、

桜
井
の
よ
う
な
魅
力
的
な
歴
史
的

景
観
を
持
つ
地
区
こ
そ
、
範
囲
に

含
め
る
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
も
っ
と
も
な
意

見
で
す
が
、
桜
井
地
区
（
旧
桜
井

村
）
は
元
来
真
壁
と
は
異
な
る
歴

史
を
持
つ
地
区
な
の
で
、
真
壁
と

一
体
の
保
存
地
区
に
す
る
の
は
難

し
い
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
今
回
作
成
し
た
保

存
地
区
（
案
）
は
、
範
囲
を
限
定

す
る
形
で
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
ま
ず
は
こ
の
範
囲
で
町
並
み

の
保
存
を
開
始
し
て
み
た
ら
ど
う

か
と
思
い
ま
す
。
軌
道
に
乗
っ
た

ら
、
少
し
ず
つ
範
囲
を
広
げ
て
い

け
ば
良
い
で
し
ょ
う
。

（
桜
川
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議
会
副
会
長
・
筑
波
大
学
大
学
院 

教
授 

藤ふ
じ

川か
わ

昌ま
さ

樹き

）

古　城
仲　町

桜
川
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
在
地
区
（
案
）
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■
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と

は
／
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
時

間
帯
・
乗
車
場
所
な
ど
の
要
望（
デ

マ
ン
ド
）
に
応
え
る
新
た
な
公
共

交
通
で
、
タ
ク
シ
ー
の
便
利
さ
を

バ
ス
並
み
の
料
金
で
提
供
で
き
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

■
運
行
日
時
／
月
曜
日
〜
金
曜
日

の
８
時
〜
17
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
、
お
盆
は
運
休
）

■
運
行
範
囲
／
市
全
域
お
よ
び
筑

波
山
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

※
市
内
を
南
北
２
つ
の
範
囲
（
南

地
区
／
真
壁
地
区
、
北
地
区
／
岩

瀬
・
大
和
地
区
）
と
し
て
車
両
を

配
置
い
た
し
ま
す
。

利
用
料
金
（
１
回
）

・ 

市
内
／
大
人:

３
０
０
円
、
中

学
生:

２
０
０
円
、
３
才
〜
小

学
生:

１
０
０
円
、
３
才
未
満:

無
料

・
筑
波
山
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

南
地
区
／
市
内
料
金
と
同
額

　

 

北
地
区
／
大
人:

６
０
０
円
、

中
学
生:

４
０
０
円
、
３
才
〜

小
学
生:

２
０
０
円
、
３
才
未

満:

無
料

■
事
前
登
録
／
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
事
前
登
録
（
無
料
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る

方
お
よ
び
利
用
す
る
可
能
性
の
あ

る
方（
３
才
未
満
も
含
む
）は
、「
桜

川
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

利
用
登
録
票
」
に
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

持
参
／
桜
川
市
役
所
（
大
和
庁

舎
／
企
画
課
、
岩
瀬
庁
舎
・
真

壁
庁
舎
／
地
域
窓
口
課
）、
桜

川
市
岩
瀬
商
工
会
・
真
壁
商
工

会
・
大
和
商
工
会

・ 

郵
送
／
〒
３
０
９-

１
２
９
３

桜
川
市
羽
田
１
０
２
３
（
桜
川

市
役
所　

企
画
課　

宛
）

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
６-

58-

５

　

 

０
８
２
（
桜
川
市
役
所　

企
画

課　

宛
）

■
利
用
予
約
／
利
用
希
望
日
の
２

日
前
か
ら
当
日
１
時
間
前
ま
で

に
、
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

は
、
通
常
の
タ
ク
シ
ー
と
違
い
、

複
数
の
方
と
乗
合
せ
に
な
る
た
め

に
、
待
ち
時
間
や
到
着
時
間
が
毎

回
異
な
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
約
の
変
更
や
キ
ャ
ン
セ

ル
を
す
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
予
約

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　市では、新たな交通サービスとして、４月１日（火）

から「桜川市デマンド型乗合タクシー」の試行運転を開

始いたします。

　このサービスは、交通手段に不便をきたしている方に、

自宅や指定の場所から目的地（戸口～戸口）まで、乗合

タクシーによる送迎サービスを行うものです。なお、こ

のサービスを利用するには、事前登録が必要となります。

　この利便性の高いデマンド型乗合タクシーの運行に伴

い、現在実施しております「福祉巡回バス」や「シルバ

ータクシー利用券」は、本年３月 31日（月）をもって、

終了させていただきます。

予
約
セ
ン
タ
ー

０
２
９
６-

20-

６
１
６
６

※
４
月
１
日
の
開
通
と
な
り
ま
す
。

問合先／企画課（ 58-5111・75-3111、内線 1270・1271・1272）

デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー

ご
利
用
の
な
が
れ�� ����� �� ������� �� ������ �� ����

������ 今日の○時台の便
を、自宅から○○病
院まで予約します。

お受けしました。
ご自宅でお待ちく
ださい。
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　平成 19 年３月に策定された「桜川市第 1次総合

計画」の実現に向け、本年４月１日から、市役所の

部・課の再編により新たな部署が設置されます。

　この総合計画は、まちづくりに取り組む基本的な

考え方や目指すまちの将来像などを示すもので、市

では今後も市民の皆様との協働による豊かなまちづ

くりを目指してまいります。

　今回の再編により、水道局の３事務所が統合して

「水道課」になり、それに従来の建設部「下水道課」

を加え、「上下水道部」が新設されます。これにより、

水道・下水道の加入・廃止などの手続きが１か所の

窓口で可能となります。

　新たに「市民生活部」に消防・交通・消費者行政

などを担当する「生活安全課」を設置。従来、市民

生活部にあった「税務課」「収税課」を総務部へ、

また、総務部にあった「情報政策課」を市長公室へ

再編。さらに、教育委員会には「スポーツ振興課」

を新設し、従来の「生涯学習課」と「文化課」は統

合して「文化生涯学習課」となります。

市役所に新たな部署が設置されます
４月１日から４月１日から

■問合先／職員課（ 58－ 5111・75－ 3111、内線 1210・1211・1212）

4月 1日からの各庁舎の機能

部 ・ 局 課　・　［室］

大和庁舎

市 長 公 室
秘書広報課、企画課［企業誘致推進室、市民協働推
進室］、職員課、情報政策課

総　務　部
総務課［行政改革推進室］、財政課、税務課、収税課、
総合窓口課

建　設　部 建設課、都市整備課

監査公平委員会事務局

会計課

岩瀬庁舎

市民生活部 市民課、国保年金課、環境対策課、生活安全課

保健福祉部
社会福祉課、児童福祉課、介護長寿課［地域包括支
援センター］、健康推進課、４保育所

議会事務局

総　務　部 総合窓口課

真壁庁舎

経　済　部 農林課、農地整備課、商工観光課

上下水道部 水道課、下水道課

教育委員会
学校教育課、文化生涯学習課、スポーツ振興課、南
学校給食センター、北学校給食センター、３幼稚園

農業委員会

総　務　部 総合窓口課

市民生活部 ［人権啓発推進室］（市民課）

※外国人登録は、市民生活部　市民課（岩瀬庁舎）でおこないます。
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行　政

情　報
市の動き

市
教
育
委
員
に

　

田た

崎さ
き　

光み
つ

紀の
り　

氏　
が
再
任

　

平
成
19
年
第
３
回
桜
川
市
議
会

定
例
会
で
、
任
命
同
意
を
得
た
田

崎　

光
紀　

氏
が
市
教
育
委
員
に
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

教育委員

田崎　光紀　氏

■
主
な
経
歴

旧
下
館
市
立
下
館
中
学
校
校
長
／

旧
真
壁
町
教
育
委
員
会
委
員
／
桜

川
市
教
育
委
員
会
委
員

市
教
育
委
員
長
に

　

舘た
て

野の
　

義よ
し

久ひ
さ　

氏

　

平
成
19
年
第
８
回
桜
川
市
教
育

委
員
会
定
例
会
に
お
い
て
、
教
育

委
員
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
教

育
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
教
育
委

員
長
と
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

■
主
な
経
歴

旧
下
館
市
立
下
館
小
学
校
校
長
／

旧
大
和
村
教
育
委
員
会
（
委
員
長

職
務
代
理
者
）
／
桜
川
市
教
育
委

員
会
（
委
員
長
職
務
代
理
者
）

教育委員長

舘野　義久　氏

市
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者
に

　

鈴す
ず

木き
　

勝
ま
さ
る　

氏

■
主
な
経
歴

旧
岩
瀬
町
総
務
課
長
／
旧
岩
瀬
町

教
育
委
員
会
（
委
員
長
）
／
桜
川

市
教
育
委
員
会
委
員

教育委員長職務代理者

鈴木　　勝　氏

◆　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

同
校
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
３
年

間
、
県
教
育
委
員
会
指
定
の
学
校

保
健
研
究
推
進
校
と
し
て
「
心
身

と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
く
生
き
る

児
童
の
育
成-

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育

を
通
し
て-

」
を
研
究
主
題
に
実
践

的
な
研
究
を
推
進
し
、
平
成
17
年
に

は
、
そ
の
成
果
を
「
全
国
学
校
保
健

主
事
研
究
協
議
会
」
で
発
表
し
高
い

評
価
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
生
き
て
行
く
の
に

必
要
な
技
術
）
教
育
の
手
法
に
よ
る

健
康
教
育
や
学
校
栄
養
職
員
を
含
め

た
「
食
育
」
を
推
進
し
、
保
健
指
導

や
保
健
学
習
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　子どもたちの健全育成を目指して全国の学校保健

および学校安全の担当者が集う「第 57回全国学校

保健研究大会」が香川県高松市で開幕され、その席

上で、塚
つか

田
だ

浩
ひろ

一
かず

さん（真壁町飯塚地区）と南飯田小

学校が文部科学大臣表彰を受けました。

　この賞は、学校保健および学校安全の普及と向上

に尽力し、多大な成果を上げた個人・学校・団体な

どが表彰されるものです。塚田さんと南飯田小学校

をご紹介いたします。

◆
学
校
保
健　

学
校
医
の
部

塚つ
か

田だ
　

浩ひ
ろ

一か
ず　

さ
ん

真
壁
小
学
校　

学
校
医

　

塚
田
さ
ん
は
、
学
校
医
と
し
て
44

年
余
に
わ
た
り
児
童
の
健
康
管
理

に
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も

に
、
真
壁
郡
市
医
師
会
理
事
・
裁
定

委
員
と
し
て
学
校
と
学
校
医
の
連
携

の
強
化
に
取
り
組
ま
れ
、
学
校
保
健

の
推
進
お
よ
び
向
上
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
こ
の
度
、
思
い
が
け
ず
文
部
科

学
大
臣
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
受
賞
は
、
校
医
安
達
先
生
は
じ
め

学
校
歯
科
医
、
学
校
薬
剤
師
、
校
長

先
生
、
養
護
教
諭
、
諸
先
生
方
の
お

陰
と
感
謝
し
、
今
後
と
も
一
層
の
努

力
を
す
る
所
存
で
す
。」
と
、
受
賞

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
学
校
保
健　

学
校
の
部

南
み
な
み

飯い
い

田だ

小
学
校

（
稲い

な

川が
わ　

隆た
か

志し
　

校
長
）

文部科学大臣表彰
おめでとうございます



　

お
客
様
番
号
は
先
に
ご
登
録
い

た
だ
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
パ

ス
ワ
ー
ド
、
電
話
用
暗
証
番
号
と

共
に
、
チ
ケ
ッ
ト
の
お
申
込
み
や

登
録
内
容
の
変
更
な
ど
の
際
に
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

お
客
様
番
号
は
先
に
ご
登
録
い

た
だ
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
パ

ス
ワ
ー
ド
、
電
話
用
暗
証
番
号
と

共
に
、
チ
ケ
ッ
ト
の
お
申
込
み
や

登
録
内
容
の
変
更
な
ど
の
際
に
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

お
客
様
番
号
は
先
に
ご
登

録
い
た
だ
い
た
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
用
パ
ス
ワ
ー
ド
、
電

話
用
暗
証
番
号
と
共
に
、
チ
ケ
ッ

ト
の
お
申
込
み
や
登
録
内
容
の
変

更
な
ど
の
際
に
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

市から新入学児童423人に
ランドセル贈呈

　

「
新
入
学
児
童
ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈

式
」
が
、
市
内
小
学
校
11
校
で
行
わ

れ
、
今
春
入
学
予
定
の
児
童
４
２
３

人
（
２
月
15
日
現
在
）
に
真
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
学
校
就
学
時
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
と
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

入
学
説
明
会
に
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
岩
瀬
小
学
校
の
贈
呈
式
に
出
席

し
た
山
田
副
市
長
か
ら
は
「
登
下
校

時
に
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し

て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
の
お
祝
い
の
言
葉
に
、

子
ど
も
た
ち
は
春
か
ら
の
学
校
生
活

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

桜川市シルバー人材センターが
ボランティア活動

　

桜
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
の
み
な
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
真
壁
庁
舎
周
辺
の
除
草
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
市
民
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
、
併
せ
て
会
員
相
互
の

共
助
心
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
し
た
。「
桜
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
誕
生
し
て
２
年

に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
真
壁
庁
舎

周
辺
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
し
た

が
、
今
後
は
市
内
各
所
の
公
共
機
関

に
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
。」
と

み
な
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

鎌
や
草
刈
機
を
手
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
除
草

作
業
に
汗
を
流
す
、
桜
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
の
み
な
さ
ん

真壁商工会女性部が
来訪者を花でおもてなし

　

桜
川
市
真
壁
商
工
会
女
性
部
が
、

商
店
街
を
訪
れ
た
方
を
花
で
も
て
な

そ
う
と
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
意
欲
的
・
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
う
商
店
街
な
ど
に
、
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
茨
城
県
が

ん
ば
る
商
店
街
支
援
事
業
」
で
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
同
女
性
部
は
諸

団
体
と
連
携
し
、
商
店
街
で
花
い
っ

ぱ
い
運
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
象
徴

的
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
設
置
や
空
き

店
舗
で
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
展
示
な

ど
で
語
ら
い
の
場
を
提
供
。
訪
れ
た

方
を
も
て
な
す
こ
と
で
、
交
流
人
口

の
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
に
、
お
ひ
な
様

を
配
置
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
に
魅
入
る
人

た
ち

真壁ライオンズクラブが
第2回教育講演会を開催

　

真
壁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
ラ
イ

オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
が
、
真
壁
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教

大
学　

生
活
科
学
部
教
授　

安あ
ん

藤ど
う　

博
ひ
ろ
し

氏
を
講
師
に
迎
え
「
子
ど
も
の
心
、

親
の
心
」
と
題
し
て
、
教
育
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
両
ク
ラ
ブ
が
教
育
関
係

諸
団
体
の
後
援
を
受
け
て
、
青
少
年

健
全
育
成
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
多
数
の
市

民
の
み
な
さ
ん
や
学
校
関
係
者
が
約

１
５
０
人
が
参
集
。
同
氏
の
子
ど
も

へ
の
理
解
の
大
切
さ
、
家
庭
の
役
割

な
ど
の
話
に
つ
い
て
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
心
、
親
の
心　

大
切
に
し
た
い　

親

子
の
か
か
わ
り
」
と
題
し
た　

安あ
ん

藤ど
う　

博
ひ
ろ
し　

先
生

の
講
演
に
、
参
集
し
た
約
１
５
０
人
の
皆
さ

ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

東京電力（株）下館支社から
防犯灯20基が寄贈

　

東
京
電
力
（
株
）
下
館
支
社
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
と
夜
間
通

行
に
お
け
る
安
全
対
策
に
活
用
し
て

欲
し
い
と
、
市
内
20
か
所
に
防
犯
灯

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
支
社
が
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
例
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
48
年
目
を
迎
え

ま
す
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、
市

内
の
必
要
箇
所
に
振
り
分
け
ら
れ
て

設
置
さ
れ
、
市
が
取
り
組
む
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
ま

す
。

市村カラオケ友の会が
チャリティーカラオケで寄付

「
市
村
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
」
会
主
の
市い

ち

村む
ら

栄え
い

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
写
真
右
）
と
会
長
の
荒あ

ら

井い

節せ
つ

夫お

さ
ん

（
写
真
中
央
）
か
ら
中
田
市
長
（
写
真
左
）
に

寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

市
村
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
主
催
の
「
社

会
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
収
益
金

が
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
生
涯
学
習
の
一

環
と
し
て
高
齢
者
に
歌
う
場
所
を
提

供
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今

回
で
５
回
目
を
迎
え
ま
す
。「
今
回

の
寄
付
金
は
、
当
日
参
加
の
約
90
人

に
募
金
し
て
い
た
だ
い
た
一
部
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
歌
を
通
し
て

心
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会

の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。」

と
、
会
主
の
市
村
さ
ん
と
会
長
の
荒

井
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

岩
瀬
小
学
校
で
行
わ
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈

式
に
山
田
副
市
長
（
写
真
右
）
が
出
席
し
、

新
入
学
児
童
に
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

東
京
電
力
（
株
）
下
館
支
社　

飯
田
支
社
長
（
写

真
右
）
と
同
支
社　

清
水
笠
間
営
業
セ
ン
タ
ー

長
（
写
真
左
）
か
ら
、中
田
市
長
（
写
真
中
央
）

に
防
犯
灯
20
基
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

市地域女性会大和支部が
初のフリーマーケット

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
岩
瀬
地
区
市

民
祭
」
で
、
桜
川
市
地
域
女
性
会
大

和
支
部
（
皆み

な

川か
わ

ち
い
支
部
長
）
の
皆

さ
ん
が
、
初
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
支
部
会
員
の
皆
さ

ん
の
団
体
行
動
へ
の
理
解
と
協
力
の

下
、「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
」
と
い
う

県
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
の
趣
旨
に

沿
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。「
初
め
て

の
試
み
で
、
多
く
の
不
安
は
あ
り
ま

し
た
が
、
各
地
区
代
表
者
の
品
集
め

や
値
段
付
け
な
ど
に
独
自
の
工
夫
を

し
、
売
上
金
は
、
市
へ
の
寄
付
と
各

地
区
に
分
配
し
ま
し
た
。」
と
、
皆

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

売
上
金
の
一
部
は
市
に
も
寄
付
さ
れ
、
同
支
部

定
例
会
で
山
田
副
市
長（
前
列
左
か
ら
３
人
目
）

に
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

桜川市チームが
県民駅伝競走大会で健闘

昨
年
に
引
き
続
き
茨
城
県
民
駅
伝
競
走
大
会

に
出
場
し
、
参
加
26
チ
ー
ム
中
13
位
と
健
闘
を

見
せ
た
桜
川
市
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん

　

ひ
た
ち
な
か
市
の
笠か

さ

松ま
つ

運
動
公
園

内
周
回
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
第

24
回
茨
城
県
民
駅
伝
競
走
大
会
」
市

町
村
対
抗
の
部
で
、
桜
川
市
チ
ー
ム

が
参
加
26
チ
ー
ム
中
13
位
と
健
闘
を

見
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
内
の
市
町
村
相

互
の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
県
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技
力
の
向
上
を

目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で「
職
域
・

ク
ラ
ブ
対
抗
の
部
」
と
「
市
町
村

対
抗
の
部
」
に
分
か
れ
、
計
75
チ
ー

ム
約
７
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
桜
川
市
チ
ー
ム
は
、
７
区
間
約

21 

24
㎞
を
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

.
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※
30
分
ま
で
は
無
料

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
都
市
整
備

課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
２
５
４
）

市
長
と
語
ろ
う
！「
市
民
の
日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
31
日
（
月
）
９
時

〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
真
壁
庁
舎
１
階
会
議
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１

１
、
内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
４

月
21
日
（
月
）
岩
瀬
庁
舎
１
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集秘

書
広
報
課

　

市
で
は
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
政
に

つ
い
て
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
や
ご
要
望
を
お
聴
き
し
、
地
域

と
市
政
の
橋
渡
し
と
な
る
市
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

・
市
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
方

・ 

公
務
員
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

の
議
会
議
員
で
な
い
方

・ 

過
去
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
経
験

が
な
い
方

■
募
集
人
員
／
５
人

■
任
期
／
委
嘱
の
日
（
６
月
を
予

定
）
〜
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

の
約
１
年
間

■
活
動
内
容
／
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
や
要
望
の
提
出
、
モ
ニ
タ
ー

会
議
（
年
２
回
程
度
）
へ
の
出
席

■
応
募
方
法
／
は
が
き
（
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

を
明
記
）
ま
た
は
電
話
、
℻
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
期
限
／
３
月
31
日
（
月
）

■
問
合
先
・
応
募
先
／
秘
書
広
報

課
（
〒
３
０
９-

１
２
９
３
桜
川

市
羽
田
１
０
２
３
／

58-

５
１

１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線

１
２
６
７
／
℻
58-

５
０
８
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

行
財
政
改
革
推
進
委
員
募
集

総
務
課

　

市
は
、
行
政
全
般
を
見
直
す
行

財
政
改
革
大
綱
の
策
定
や
そ
の
実

施
に
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映

す
る
た
め
に
「
行
財
政
改
革
推
進

委
員
」を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
活
動
内
容
／
年
３
回
程
度
開
か

れ
る
委
員
会
で
行
財
政
改
革
大
綱

の
内
容
や
行
政
改
革
の
推
進
に
つ

い
て
審
議
し
ま
す
。

■
委
員
構
成
／
公
募
選
任
さ
れ
た

市
民
、
各
種
団
体
・
市
議
会
議
員
、

知
識
経
験
者
の
計
20
人

■
応
募
条
件

・ 

申
込
時
の
年
齢
が
20
歳
以
上
で
、

本
市
に
引
き
続
き
一
年
以
上
居

住
し
住
所
が
あ
る
方

・ 

本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
で

な
い
方

・ 

本
市
の
職
員
ま
た
は
議
会
議
員

で
な
い
方

・ 

委
員
会
の
会
議
（
年
３
回
程
度

で
平
日
の
午
後
）
に
出
席
で
き

る
方

■
募
集
人
数
／
５
人
以
内
（
書
類

選
考
に
よ
り
決
定
）

■
任
期
／
平
成
20
年
４
月
か
ら
２

年
間

■
申
込
方
法
／
公
募
申
込
用
紙

は
、
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室
お

よ
び
岩
瀬
・
真
壁
支
所
地
域
窓
口

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。

■
申
込
期
限
／
３
月
28
日
（
金
）

※
郵
送
も
受
付
け
ま
す
。

■
問
合
先
／
総
務
課
行
政
改
革
推

進
室
（
〒
３
０
９-

１
２
９
３
桜

川
市
羽
田
１
０
２
３
／

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
１
６
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

Ｊ
Ｒ
大
和
駅
前
駐
車
場
オ
ー

プ
ン

都
市
整
備
課

　

Ｊ
Ｒ
大
和
駅
前
の
駐
車
場
が
新

し
く
な
り
、
４
月
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
す
。

　

月
極
で
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る

方
は
、
３
月
10
日
よ
り
申
込
み
を

受
付
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
Ｊ
Ｒ

岩
瀬
駅
前
・
大
和
駅
前
両
駐
車
場

で
は
、
４
月
か
ら
回
数
券
に
よ
る

一
時
使
用
の
駐
車
も
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

駐
車
料
金

・
定
期
使
用
／
４
千
円
（
月
額
）

・ 

一
時
使
用
／
３
百
円
（
日
額
）、

回
数
券
１
枚
３
百
円
（
11
枚
綴

り
／
３
千
円
）

募　

集

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

３
月
の

　

納
税
・
保
険
料

介
護
保
険
料　
　
　

随
時
期

納
期
限:

３
月
31
日
（
月
）

お
知
ら
せ



桜川市岩瀬中央公民館桜川市岩瀬中央公民館

桜川市営岩瀬運動場桜川市営岩瀬運動場
JR岩瀬駅JR岩瀬駅

岩
瀬
中
央
児
童
公
園

岩
瀬
中
央
児
童
公
園

県西総合病院県西総合病院桜川市岩瀬
福祉センター
桜川市岩瀬
福祉センター

岩瀬地区
交番
岩瀬地区
交番市立岩瀬小学校市立岩瀬小学校

桜川市北学校
給食センター
桜川市北学校
給食センター

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

桜川市役所
岩瀬庁舎
桜川市役所
岩瀬庁舎

真
壁
郵
便
局

真
壁
郵
便
局

市立真壁小学校市立真壁小学校

真壁中央公民館真壁中央公民館

JA北つくば大和支店JA北つくば大和支店

本年 3 月 26 日供用開始区域
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問合先／下水道課（　58-5111・75-3111、内線 1166）

　桜川市の公共下水道事業は、快適な生活環境をつ

くるため、平成10年度から着手し順調に整備が進

み、平成19年度の下水道工事で岩瀬地区では岩瀬

駅中心市街地(鍬田：県西総合病院付近から青柳：

塩田印刷付近)および桜川地区、真壁地区では田・

真壁・飯塚の各一部、大和地区では阿部田・本木の

各一部が３月26日(水)より、新たに公共下水道が使

用できるようになります。（下記図面参照）

　該当する区域にお住まいの方は、すみやかに下水

道への接続工事を行ってください。なお、既に使用

できる区域にお住まいで、まだ接続工事を行ってい

ない方は1日も早い接続をお願いいたします。

早期接続をお願いいたします

　下水道は、快適で衛生的な生活環境の実現を図

るだけでなく、大切な水資源を次世代に残すため

に重要な施設です。

　皆さんに利用されなければ、せっかくの施設も

十分な効果を発揮することができません。市民の

皆さんのご理解とご協力をお願いします。

下水道供用区域が広がります

岩瀬処理区

大和処理区真壁処理区

本
年
３
月
26
日
下
水
道
供
用
開
始
区
域

※岩瀬処理区（鍬田の一部、西区、東区１・２・３、常盤町、青柳の一部）の皆様には、供用開始が県の幹線工事の遅れにより、大幅に遅
れたことをお詫びいたします。
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４月分 健 康 ガイド
《問合先》健康推進課　  58-5111・75-3111

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

４/６ (日) 阿部田医院 真壁町亀熊123-1 0296- 55- 0305

 9：00～12：00

13：00～16：00

(保険証は必ず持参）

４/13 (日) 鏑木クリニック 加茂部4-1 0296- 76- 3131

４/20 (日) 大塚外科医院 真壁町亀熊1900 0296- 55- 0512

４/27 (日) 上の原病院 上野原地新田159-2 0296- 75- 3128

４/29 (火) つくし野クリニック 真壁町椎尾2022 0296- 20- 7755

４月の休日応急診療医療機関

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

４/21 (月) こころの健康相談 13：00～15：00
精神保健福祉士が担当し、秘密は厳守されます。（要

予約）会場：岩瀬福祉センター

第２・３・４

火曜日
精神保健デイケア ９：30～11：30

仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどう

ぞ。（要申込）

４月の精神保健

４月の成人健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

４/９ (水)

総合健康相談（会場／岩瀬

庁舎健康推進課、真壁保健

センター）

母子・成人全対象
９：30～ 11：30

13：00 ～ 15：00

子供の発達・栄養・しつけ（身

体計測は要予約）・食事や運動

の健康管理相談、糖尿病・高血

圧・高脂血症などの生活習慣病

に関する栄養相談（要予約）、

血圧・腹囲・体脂肪測定など

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

４月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 持参する物

４/９ (水) ポリオ
生後３か月～７歳６か

月未満
13：15～13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

４月の乳幼児健診・育児相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

４/22 (火) １歳６か月児健診 H18.８月・９月生 13：00～13：20

母子健康手帳、送付した問診

票、バスタオル、歯ブラシ（子

ども用と仕上げみがき用）

４/28 (月) １歳児健診 H19.４月生 13：00～13：20
母子健康手帳、送付した問診

票、バスタオル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

４/10 (木) ２歳児歯科健診 H18.２月・３月生 13：00～13：20

母子健康手帳、送付した問診

票、バスタオル、歯ブラシ（子

ども用と仕上げみがき用）、

コップ

４/17 (木) １歳６か月児健診 H18.８月・９月生 13：00～13：20

母子健康手帳、送付した問診

票、バスタオル、歯ブラシ（子

ども用と仕上げみがき用）

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

４月の母と子の健康づくり
月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

４/23 (水) パパ・ママクラス 初妊婦と夫 10：00～15：00
母子健康手帳、テキスト（要予

約）会場：岩瀬福祉センター

４月の献血

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

４/22(火) 岩瀬中央公民館（岩瀬ライオンズクラブ・10：00 ～ 15：30）

４月の成人健診

月　　日 種　　　　　　目 対　象　地　区 備　　　　　考

４/13 (日)

～15（火）

・19（土）

・20（日）

ミニドック（結核・肺がん

検診・胃がん・大腸がん検

診）

岩瀬地区

肝炎ウイルス検査（40歳のみ）

前立腺がん検診（50歳以上の男性）も実施しま

す。

※なお、平成 20年度から基本健康診査部分は特定健診に変わり、40歳～ 74 歳の方は加入されている医療保険者が指定する医療機関等で
受診するようになります。特に被用者保険（社会保険等）の加入の方は、ご注意ください。

対象／「平成 18年度の桜川市健康診査の申し込み」調査で健診を希望された 40歳以上の方

ＢＣＧ・三種混合予防接種は個別接種となりました。対象年齢・接種期間を過ぎた方は、任意接種（有
料）となり依頼書が必要な場合がありますのでお問い合わせください。
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■
雨
引
の
里
と
彫
刻
部
会

　

１
９
９
６
年
に
始
ま
り
、
今
年
で

12
年
目
の
『
雨
引
の
里
と
彫
刻
』

も
、
７
回
目
の
開
催
に
向
け
、
ま
た

茨
城
県
主
催
の
国
民
文
化
祭
を
成
功

に
導
く
た
め
全
力
傾
倒
中
。
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
。

■
桜
川
焼
研
究
部
会

　

私
た
ち
桜
川
焼
研
究
会
で
は
、
真

壁
の
土
を
使
っ
た
桜
川
焼
の
開
発

と
、
白
井
座
の
上
演
に
合
う
土
舞
台

を
真
壁
城
跡
に
制
作
す
る
と
い

う
、
２
つ
の
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

特
に
後
者
で
は
、
出
来
上
が
っ
た
も

の
を
見
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
市
内

の
小
学
生
や
市
民
の
方
と
の
協
働
に

よ
る
作
品
づ
く
り
が
特
色
で
す
。
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
石
の
造
形
部
会

　

石
の
造
形
部
会
が
発
足
し
て
、
約

半
年
が
過
ぎ
、
当
初
は
手
さ
ぐ
り
の

状
態
で
し
た
が
『
日
本
一
石
の
ま
ち

文
化
を
訪
ね
る
旅
』『
石
の
造
形
フ

ェ
ス
タ
』『
み
ん
な
で
刻
む
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
』
な
ど
の
、
企
画
が
決
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
石
材
組
合
、
関
係

団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
場

産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
も
是
非
成

功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
人
形
浄
瑠
璃
部
会

　

国
民
文
化
祭
は
、
伝
統
文
化
の
継

承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
と
い
う
二

面
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

真
壁
白
井
座
は
、
桜
川
焼
研
究
会

と
共
に
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
土
舞
台
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
新
作
『
女め

お

と夫
松ま

つ

莵つ

玖く

波ば
の

曙
あ
け
ぼ
の』
を
上
演
し
ま
す
。

　

80
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
人
情
浄
瑠

璃
が
新
作
に
挑
戦
。

■
伝
統
芸
能
部
会

桜
川
市
で
披
露
す
る
伝
統
芸
能
の
見

ど
こ
ろ

・
宮み

や

大お
お

杉す
ぎ

囃ば
や

子し

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム
に
、
小

鼓
と
張
太
鼓
・
大
太
鼓
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

・
久く

原ば
ら

ひ
ょ
っ
と
こ

　

「
神
楽
舞
」が
源
流
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
踊
り
の
特
徴
は
漫
才
的
な

寸
劇
で
、
お
も
し
ろ
い
ひ
ょ
っ
と
こ

の
動
き
を
是
非
見
て
く
だ
さ
い
。

・
加か

波ば

山さ
ん

囃ば
や

子し

　

小
・
中
学
生
が
、
大
太
鼓
・
締
太

鼓
・
笛
で
繰
り
出
す
歯
切
れ
の
良
い

軽
快
な
リ
ズ
ム
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

■
桜
川
能
部
会

　

能
部
会
の
テ
ー
マ
は
『
名
勝
桜
川

と
幽
玄
の
世
界
』
で
す
。

　

県
能
楽
連
盟
の
発
表
を
中
心
と
し

て
『
謡
曲
桜
川
』
の
名
に
恥
じ
な
い

祭
典
と
な
る
よ
う
、
具
体
的
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
一
人
で
も
多
く
の

方
が
、
地
域
に
根
差
し
た
伝
統
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

本
年
11
月
、
茨
城
県
を
会
場
に
第

23
回
国
民
文
化
祭
・
い
ば
ら
き

２
０
０
８
「
常
世
の
国　

こ
く
ぶ
ん

祭
」
が
開
催
さ
れ
、
桜
川
市
で

も
、
２
つ
の
文
化
交
流
事
業
を
行
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
各
部
会
の
代
表
の
方
に

国
民
文
化
祭
へ
の
意
気
込
み
や
見
ど

こ
ろ
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
の

で
、ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

実行委員長

菅
すが

　原
わら

　二
じ

　郎
ろう

部会長

小
こ

　峰
みね

　　尚
たかし

部会長

山
やま

　口
ぐち

　正
まさ

　道
みち

部会長

増
ます

　田
だ

　　豊
ゆたか

部会長

太
おお

　田
た

　　徹
とおる

部会長

川
かわ

　崎
さき

　純
じゅん

　一
いち

ス
ト
ー
ン
文
化

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

筑
波
嶺
と
万
葉
文
化

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.22

0296-55-0556

FAX 0296-20-7108

　

来
た
る
、
４
月
12
日
に
北
関
東
自

動
車
道
桜
川
筑
西
IC
（
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
）
が
開
通
い
た
し
ま
す
。　

　

こ
の
北
関
東
自
動
車
に
伴
う
一
連

の
建
設
工
事
に
先
立
っ
て
、
茨
城
県

教
育
財
団
に
よ
る
遺
跡
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
桜
川
市
内
で
も

平
成
13
〜
19
年
に
か
け
て
数
多
く
の

遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、
古
来
よ
り
こ
の

地
に
た
く
さ
ん
の
人
々
が
住
み
、
生

活
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

今
回
、
そ
れ
ら
の
成
果
の
う
ち
の

ご
く
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
発
掘

調
査
で
出
土
し
た
遺
物
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
に
も
遺
跡
ご
と
に

個
別
に
展
示
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
展
示
を

行
う
の
は
今
回
が
初
め
て
と
な
り
ま

す
。
展
示
し
て
い
る
主
な
遺
物
は
、

数
千
年
前
の
旧
石
器
時
代
に
使
わ
れ

た
石
槍
な
ど
の
石
器
、
縄
文
時
代
や

弥
生
時
代
の
土
器
、
古
墳
に
納
め
ら

れ
た
刀
や
弓
矢
な
ど
の
武
具
と
、
鏡

や
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
の
装
飾
品
。奈
良
・

平
安
時
代
に
地
元
の
窯
で
焼
か
れ

た
土は

師じ

器き

や
須す

恵え

器き

と
呼
ば
れ
る
器

と
、
遠
く
東
海
地
方
か
ら
運
ば
れ
て

き
た
釉ゆ

う

薬や
く

の
か
か
っ
た
器
。
さ
ら
に

は
戦
国
時
代
や
江
戸
時
代
の
人
々
が

使
っ
て
い
た
陶と

う

磁じ

器き

な
ど
で
す
。
ま

た
、
発
掘
調
査
中
の
風
景
も
写
真
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺

物
を
実
際
に
見
て
、
発
掘
調
査
の
雰

囲
気
を
感
じ
取
り
、
古
代
の
桜
川
市

に
暮
ら
し
た
人
々
に
思
い
を
馳
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

桜
川
地
方
の
中
世
①　

　

中
世
前
半
の
桜
川
地
方
に
あ
っ

た
、
中

ち
ゅ
う

郡
ぐ
ん
の

荘
し
ょ
う

と
真ま

か
べ
の
し
ょ
う

壁
荘
と
い
う
荘

園
を
中
心
に
概
要
を
考
え
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
22
日
（
土
）
13
時

30
分
〜
15
時

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館

■
講
師
／
文
化
課
職
員

■
定
員
／
50
名

■
受
講
料
／
無
料

小お

山や
ま

寺じ

の
古
代
・
中
世
と
仏
像

■
日
時
／
３
月
26
日
（
水
）
13
時

30
分
〜
15
時

■
場
所
／
小
山
寺
（
富
谷
観
音
）

■
講
師
／
後ご

藤と
う　

道み
ち

雄お
　

氏
（
茨
城

県
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）

■
定
員
／
50
名

■
受
講
料
／
無
料

※
両
講
座
と
も
、
申
込
み
は
歴
史

民
俗
資
料
館
へ
電
話
に
て

桜
川
の
歴
史
と
文
化
講
座
⑦

桜
川
筑
西
IC（
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

）開
通
記
念

北
関
東
自
動
車
道
発
掘
遺
跡
展

土
器
が
出
土
し
た
様
子
（
犬い

ぬ

田た

神
社
前
遺
跡

／
犬
田
地
区
）

■
場
所
／
桜
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館

■
日
時
／
２
月
24
日
（
日
）
〜
３
月
30

日
（
日
）
９
時
〜
16
時
30
分

※
月
曜
・
祝
日
は
休
館
日
／
入
館
無
料

遺
跡
の
図
面
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
（
金か

な

谷や

遺
跡
／
西に

し

飯い
い

岡お
か

地
区
）

お
詫
び
と
訂
正

　

１
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
内
容

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
訂
正
箇
所
／
「
貴
重
な
資
料
を

い
た
だ
き
ま
し
た
」

誤　

市い
ち

村む
ら

喜よ
し

枝え

さ
ん

正　

市い
ち

村む
ら

喜き

枝え

さ
ん

仏
教
美
術
講
座



真壁中央公民館図書室

【今月のおすすめ図書】

ときめき老後術
上坂　冬子

貸
出
期
間 

▼ 

本:

２
週
間
（
１
人
５
冊
）
／

　
　
　
　

 　

 

ビ
デ
オ:

１
週
間
（
１
人
１
本
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

55-

０
１
５
９

《児童図書》
ゴムの手の転校生　　　　　　　　　上仲まさみ・高田耕二
えほん　とべないほたる (1 ～ 12 巻 )　小沢　昭巳
ワニさんのおまけつきレストラン　　岡本一郎・いもとようこ
時の迷路　　　　　　　　　　　　　香川元太郎
犬のおまわりさんボギー　　　　　　西松　　宏
《一般図書》
1995 年のスモーク･オン･ザ･ウォーター　五十嵐貴久
着物いろは　　　　　　　　　　　　スタジオ･ダンク編集
余命１ヵ月の花嫁　　　　　　　　　TBSイヴニング･ファイブ編
親の品格　　　　　　　　　　　　　坂東眞理子
篤姫の生涯　　　　　　　　　　　　宮尾登美子

14さくらがわ　2008.3.1

書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

大和中央公民館図書室
《児童図書》
コドモときどきあくま　　　　　　　こやま峰子
うさぎのさとうくん　　　　　　　　相野谷由起
ずっとそばに・・・　　　　　　　　いもとようこ
タンゲくん　　　　　　　　　　　　片山　　健
《一般図書》
ゴールデンスランバー　　　　　　　伊坂幸太郎
赤朽葉家の伝説　　　　　　　　　　桜庭　一樹
夜明けの街で　　　　　　　　　　　東野　圭吾
人間の関係　　　　　　　　　　　　五木　寛之

【今月のおすすめ図書】

キャベたまたんてい
ハラハラさばくの大レース

三田村　信行

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

ボケない技
テ

術
ク

奥村　歩

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

《一般図書》
おろがみ飛行機　　　　　　　　　　桃谷　好英
くらしの中のおりがみ　　　　　　　　　〃
影絵の騎士　　　　　　　　　　　　大沢　在昌
ドリーム　　　　　　　　　　　　　吉村　達也
やがての螢　　　　　　　　　　　　澤田ふじ子
青い鳥　　　　　　　　　　　　　　重松　　清
湿地帯　　　　　　　　　　　　　　宮尾登美子
箕作り弥平商伝説　　　　　　　　　熊谷　達也
蒼の悔恨　　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一
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桜
川
文
芸

　
　

俳　

句

【
桜
川
市
「
萩
」
岩
瀬
俳
句
会
】

天
涯
を
来
て
白
鳥
の
見
目
優
し

藤
田　

凡
鐘

一
病
を
守も

り
て
す
こ
や
か
春
隣

ど
な
り

若
色
寿
美
女

ひ
と
言
に
触
れ
て
爽
や
か
木
の
芽
風仁

平　

房
女

吹
く
風
も
流
る
る
水
も
春
め
き
ぬ

金
田
と
う
女

高
齢
と
な
り
し
証
の
枇
杷
咲
け
り

島
田
喜
与
子

着
ぶ
く
れ
て
介
護
の
妻
も
老
い
に
け
り

荻
原　

勅
彦

余
寒
な
ほ
ギ
ョ
ー
ザ
の
異
変
続
き
を
り

萩
原
き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

あ
て
に
さ
れ
そ
う
な
気
配
に
懐
手

植
田　

祥
雲

師
の
影
の
何
処
に
か
と
ぞ
冬
銀
河

鈴
木
ノ
ブ
子

大
試
験
成
り
て
学
帽
天
に
投
げ

宮
本　

芳
江

闇
汁
に
居
る
べ
き
人
の
居
な
い
闇

泉　
　

健
作

句
の
道
は
遠
き
と
も
し
び
去
年
今
年鶴

見　

菊
江

じ
ゃ
ん
け
ん
で
登
る
坂
道
冬
す
み
れ井

坂　

洋
子

跳
べ
ば
跳
べ
さ
う
な
小
川
の
猫
柳

田
崎　

信
子

添
え
書
き
の
一
言
う
れ
し
賀
状
か
な大

関　

く
に

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
余
生
大
事
と
着
せ
ら
る
る

松
崎　

い
ま

冬
ざ
れ
の
つ
き
あ
た
り
た
る
展
望
台吉

原　

秀
子

鐘
の
音
に
煩
悩
の
せ
て
年
新
た

竹
林　

て
る

じ
ょ
ん
が
ら
の
激
し
さ
ゆ
ゑ
に
雪
女海

老
沢
静
夫

節
料
理
い
つ
し
か
亡
母
が
横
に
ゐ
て関

根　

幸
子

封
印
の
光
を
放
つ
雪
中
花

萩
原　

信
一

初
釜
や
松
風
と
師
に
迎
へ
ら
る

安
蔵
久
美
子

鉢
巻
を
と
れ
ば
日
暮
や
達
磨
市

飯
山　
　

昭

　
　

短　

歌

【
真
壁
短
歌
会
】

秋
深
む
刈
り
田
に
青
き
ひ
こ
ば
え
は
か
よ
わ
な

稚
穂
を
さ
さ
げ
て
そ
よ
ぐ

田
中　
　

要

柿
吊
す
小
春
日
に
訪
う
友
の
家
影
な
き
庭
に
姿

追
い
い
る

市
村　

ヤ
ス

春
来
れ
ば
「
大そ

空ら

」
一
歳
の
誕
生
日
幼お

さ

な児
の
成

長
目
に
著
し

小
林　

和
子

中
天
の
夕
月づ

つ

配
し
手
入
れ
し
し
松
清
々
と
冬
庭

に
立
つ

根
本
よ
し
子

購あ
が
な

い
て
幾
と
せ
経
つ
や
「
万
両
」
の
朱
は
寂
れ

た
る
庭
を
彩
る

宮
田　

君
江

枯
れ
色
の
庭
に
散
り
敷
く
山
茶
花
の
紅べ

に

蘇か
え

ら
せ

て
降
る
冬
の
雨

青
木　

栄
子

【
一
般
投
稿
】

も
み
じ
葉
に
う
っ
す
ら
染
め
し
初
雪
の
指
に
ひ

と
ひ
ら
八
甲
田
山

富
士
見
台　

稲
川　

好
子

波
静
か
熱
海
岬
の
小
鳥
た
ち
切
な
く
唄
う
秋
の

黄
昏

西
飯
岡　

大
山　

し
げ

廃
屋
の
壁
に
蔦
づ
る
葉
を
落
と
し
血
脈
の
ご
と

張
り
つ
き
お
り
ぬ

岩
瀬　

大
和　

節
子

　
　

俚　

謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

梅
の
花
咲
く　

観
音
さ
ま
へ

夫
が
抱
い
て　

礼
参
り

岩
瀬
き
み
子

夢
の
花
咲
く　

希
望
の
青は

春る

を

風
に
舞
い
飛
ぶ　

巣
立
鳥

田　
　

哲
人

女
ご
こ
ろ
は　

お
し
ろ
い
程
に

傘
に
と
け
て
く　

春
の
雪

稲
葉　

建
正

お
詫
び
と
訂
正

　

前
月
号
の
【
大
和
俳
句
愛
好
会
】
の
中
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

誤　

 

石
山
の
は
だ
膚は

だ

の
あ
ら
は
に
寒
の
入
り

鈴
木　

つ
ぎ

正　

石
山
の
膚は

だ

の
あ
ら
は
に
寒
の
入
り

鈴
木　

つ
ぎ

誤　

 
井
炉
裏
端
子
等
も
あ
ぐ
ら
で
ま
す
鱠ま

す

か

ぢ
る　
　
　
　
　
　
　
　

皆
川　

和
子

正　

 

井
炉
裏
端
子
等
も
あ
ぐ
ら
で
鱠ま
す

か
ぢ
る

皆
川　

和
子
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わが家の笑顔わが家の笑顔

天
あま

賀
が

谷
や

　香
か の ん

音ちゃん
 平成 18年３月 14日生

（青柳地区）

　２月８日（金）、真壁町桜井

地区五
ご

味
み

田
た

で大わらぞうりを作って地区の出

入り口に吊す「八
よう

日
か

まつり」が行われました。

　これは、同地区の伝統行事で、ぞうりが地

区の災難をよけると言われています。輪番制

の当屋に集まった人たち 18 人は、約２時間

ほどで縦 130㌢×横 60㌢の大わらぞうり１

枚と縦 60㌢×横 40㌢のわらぞうり３枚を編

み上げ、地区入り口の立木などに吊しました。

【 表 紙 】

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（ 58-5111・75-3111 ／内線 1267）までお申込みください。

大
おお

関
ぜき

　翠
すい

ちゃん（写真右）

 平成 16年１月７日生

大
おお

関
ぜき

　蒼
そう

輝
き

ちゃん（写真中央）

 平成 18年５月 16日生

（西友部地区）

おばぁちゃんからひとこと

　いつも笑顔で、私たち

に元気をくれてありがと

う。

　これからも、健やかな

成長を願っています。

お母さんからひとこと

　これから、お兄ちゃ

んとお姉ちゃんになる２

人。

　赤ちゃんが産まれて

も、３人で仲良く元気に

育ってね！

で
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は

全
戸
配
布
文
書
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

■
参
加
費
／
無
料
（
当
日
受
付
）

■
問
合
先
／
北
関
東
自
動
車
道
桜

川
筑
西
IC
〜
笠
間
西
IC
区
間
開
通

記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
事
務

局
（
桜
川
市
建
設
課
内
／

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
１
８
０
・
１
１
８
１
）

■
日
時
／
４
月
６
日
（
日
）

※
雨
天
決
行

■
会
場
／
桜
川
筑
西
IC
お
よ
び
北

関
東
自
動
車
道
本
線
（
桜
川
筑
西

IC
〜
笠
間
西
IC
区
間
の
8.9
㎞
）

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

開
通
記
念
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

北
関
東
自
動
車
道
の
本
線
を
利

用
し
た
２
㎞
〜
８
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
す
。
開
通
後
は
、
自
動
車

専
用
道
路
と
な
り
ま
す
の
で
、
歩

い
て
通
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

開
通
記
念
フ
ェ
ス
タ

　

地
域
物
産
展
・
販
売
、
観
光
Ｐ

Ｒ
、
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど

※
郷
土
芸
能
な
ど
多
数
参
加
予
定

　

本
年
４
月
12
日
（
土
）
を
開
通
予
定
と
し
て
事
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
、
北
関
東
自
動
車
道　

桜
川
筑
西
IC
〜
笠
間
西
IC
の
開
通

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
・
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

北
関
東
自
動
車
道

桜
川
筑
西
IC（
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

）〜
笠
間
西
IC
が

開
通
し
ま
す
！

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト

開
通
間
近
の
北
関
東
自
動
車
道
桜
川
筑
西
IC
付
近
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